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東京都立小児総合医療センター 講堂フォレスト 東京都立小児総合医療センター 講堂フォレスト

日　程　表

 9：00～10：00

理　事　会

10：15～10：45 評 議 員 会

11：00～12：00

症例検討委員会

12：25～12：30 開　会
12：30～13：30 教育講演1

循環器疾患と突然死の病理学
～刺激伝導系の解剖学

演者：松山 高明　　座長：小木曽 嘉文

13：40～15：10
シンポジウム1

死因究明からCDRへ
シンポジスト：福嶋 佳菜子
　　　　　　　松永 綾子　
　　　　　　　山本 琢磨　
　　　　　　　土田 哲也　
　　　　　　　佐々木 理　
モデレーター：沼口 　敦　
　　　　　　　小谷 泰一　

15：20～16：20

教育講演2

小児突然死における循環器疾患解明のための
医療整備と地域連携

演者：濱田 洋通　　座長：中川 　聡

16：25～17：25

一般演題1

小児突然死の診断・疫学研究

座長：福田 真未子
　　　森地 振一郎

17：30～18：30
特別講演

～AED市民解禁から20年
小児突然死を減らすために出来ること～

『ASUKAモデル』から学ぶ学校での危機管理体制の
構築から、原因究明、PHRを活用した予防戦略まで

演者：石見　 拓　　座長：長村 敏生

18：40～19：40
懇　親　会

 8：25～9：25
一般演題2

症例報告・その他

座長：山本 琢磨
　　　松永 綾子

 9：35～11：35

シンポジウム2

小児突然死解明の現状と
将来への展望

シンポジスト：森地 振一郎
　　　　　　　北見 欣一　
　　　　　　　長谷川 有紀
　　　　　　　福田 憲太郎

　　　　座長：松岡 健太郎

12：05～12：30
総会・症例検討委員会報告

12：30～13：30

教育講演3

脳の発生発育の神経病理
―予期せぬ突然死例で確認すべき微細所見について

演者：新井 信隆　　座長：濱保 英樹

13：35～14：35

教育講演4

虐待による乳幼児頭部外傷

演者：井原 　哲　　座長：垣本 由布

14：45～16：15
シンポジウム3

突然死ご遺族の悲嘆に寄り添う
突然死発生直後の混乱に直面するご遺族への医療者の対応

　　シンポジスト：堀川 美都江
　　　　　　　　　今村 知彦　
　　　　　　　　　吉野 菜穂子
　　　　　　　　　永尾 るみ子
ファシリテーター：小保内 俊雅

16：15～16：30 閉　会

プログラム

2025年2月8日（土）
東京都立小児総合医療センター 講堂フォレスト

12：25～12：30 開　会 
会長：松岡 健太郎（東京都立小児総合医療センター 病理診断科）

12：30～13：30 教育講演1
座長：小木曽　嘉文（長野県立こども病院 臨床検査科）

循環器疾患と突然死の病理学 
～刺激伝導系の解剖学

松山　高明（まつやま たかあき）　　　昭和大学 医学部 法医学講座

13：40～15：10 シンポジウム1
モデレーター：沼口　敦（名古屋大学医学部附属病院 救急・内科系集中治療部） 

小谷　泰一（三重大学大学院 医学系研究科 法医法科学分野） 　

［ 死因究明から CDR へ ］

S1-1 死後遺伝学的検査を取り入れた死因究明の推進のために
○福嶋 佳菜子（ふくしま かなこ）
国際医療福祉大学大学院 遺伝カウンセリング分野

S1-2 臨床医からみる死因究明の現状と課題
○松永　綾子（まつなが あやこ）
聖マリアンナ医科大学 小児科

S1-3 法医学からみる死因究明の現状と課題
○山本　琢磨（やまもと たくま）
兵庫医科大学 法医学

S1-4 CDRモデル事業とは何か
○土田　哲也（つちだ てつや）
こども家庭庁 成育局 母子保健課 母子保健感染症対策専門官

S1-5 死因究明から CDRへ
○佐々木　理（ささき おさむ）
天使病院 小児科

総合討論
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15：20～16：20 教育講演2
座長：中川　聡（国立成育医療研究センター 医療安全管理室長、手術・集中治療部 集中治療科 診療部長）

小児突然死における循環器疾患解明のための 
医療整備と地域連携

濱田　洋通（はまだ ひろみち）　　　�千葉大学医学部附属病院 小児科 科長 
千葉大学大学院 医学研究院 小児病態学 教授

16：25～17：25 一般演題1
座長：福田　真未子（名古屋市立大学大学院 医学研究科 法医学分野） 

森地　振一郎（東京医科大学 小児科・思春期科学分野）       

［ 小児突然死の診断・疫学研究 ］

O1-1 我が国の学校管理下で発生する児童生徒の心停止：記述疫学研究（2008-2021）
○清原　康介（きよはら こうすけ）1）、鮎沢　衛2）、新田　雅彦3）、数土　武一郎1）、石見　拓4）、 

中田　研5）、喜多村　祐里5）、北村　哲久5）

1）大妻女子大学、2）神奈川工科大学、3）大阪医科薬科大学、4）京都大学、5）大阪大学

O1-2 乳幼児の突然死に関与する因子や防止につながる対策の検討
○榛葉　賴子（しんば よりこ）1）、安倍　優樹1）、神山　孝憲1）、三潴　正秀1）、山下　裕美2）、 

竹居　セラ3）、村瀬　壮彦3）、池松　和哉1）

1）長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 医療科学専攻 法医学分野、 
2）長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科 社会医療科学講座 歯科法医学分野、3）香川大学 医学部 法医学

O1-3 岡山県における小児死亡統計に基づく一考察
○宮石　智（みやいし さとる）、山崎　雪恵、谷口　香
岡山大学大学院 医歯薬学総合研究科 法医学分野

O1-4 第2期小児救急重篤疾患登録調査による18歳未満自殺事例の解析
○種市　尋宙（たねいち ひろみち）1）2）、長村　敏生2）、清澤　伸幸2）、伊藤　陽里2）、沼口　敦3）

1）富山大学 学術研究部医学系 小児科学、2）日本小児救急医学会 調査研究委員会、 
3）日本小児科学会 予防のための子どもの死亡検証委員会

O1-5 乳児の睡眠関連突然死の診断の現状
○沼口　敦（ぬまぐち あつし）1）2）、石井　晃3）、青木　康博4）

1）名古屋大学医学部附属病院 救急・内科系集中治療部、2）名古屋大学 医学部 小児科学、 
3）名古屋大学大学院 医学系研究科 法医・生命倫理学講座、4）名古屋市立大学

O1-6 突然死関連病態を有した小児病理解剖例の検討
○濱保　英樹（はまやす ひでき）、松岡　健太郎
東京都立小児総合医療センター 病理診断科
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17：30～18：30 特別講演
座長：長村　敏生（京都市子ども保健医療相談・事故防止センター）

～AED 市民解禁から20年　小児突然死を減らすために出来ること～ 
『ASUKA モデル』から学ぶ学校での危機管理体制の構築から、 
原因究明、PHR を活用した予防戦略まで

石見　拓（いわみ たく）　　　�京都大学大学院 医学研究科 社会健康医学系専攻 予防医療学分野 教授 
（医学博士）
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2025年2月9日（日）
東京都立小児総合医療センター 講堂フォレスト

8：25～9：25 一般演題2
座長：山本　琢磨（兵庫医科大学 法医学講座）     

松永　綾子（聖マリアンナ医科大学 小児科）

［ 症例報告・その他 ］

O2-1 COVID-19罹患に関連して劇症型心筋炎を発症し死亡した女児の一剖検例
○鴨川　敬（かもがわ さとし）、佐藤　文子、入江　渉、佐々木　千寿子、落合　恵理子、中丸　尚美、

阪本　桃子、長門　純平
北里大学 医学部 法医学

O2-2 腸管粘膜障害により腹部膨満および敗血症性ショックに陥り、 
救命困難であった1乳児例

○村田　慧（むらた さとし）1）、谷澤　直子1）、大谷　宗理2）、吉田　牧子2）、大田　里菜1）、松永　理1）、
松井　鋭1）、田中　亮二郎1）

1）兵庫県立こども病院 救急科、2）兵庫県立こども病院 病理診断科

O2-3 発作性心静止を伴う新生児期発症のてんかん性脳症
○齊藤　悠（さいとう ゆう）、平岩　明子、眞島　星利奈、村上　将啓、寺下　新太郎、髙﨑　麻美、 

種市　尋宙、今井　千速
富山大学附属病院 小児科

O2-4 運動中に致死性不整脈をきたし、先天性冠動脈疾患と診断された2症例
○國松　将也（くにまつ まさや）1）、奥主　健太郎1）、葉　ゆり1）、齋藤　直樹1）2）、濱田　洋通1）

1）千葉大学医学部附属病院 小児科、2）千葉大学大学院医学研究院附属法医学教育研究センター

O2-5 乳児のおくるみ使用時における温熱環境の考察 
―予備的検討から―

○池田　理恵（いけだ りえ）1）、角田　八千代2）、姫宮　彩子3）、川下　菜穂子4）、赤井　美智代5）

1）和歌山県立医科大学、2）岡山大学学術研究院 保健学域、3）山口大学大学院 医学系研究科 法医学講座、 
4）新見公立大学 健康科学部、5）山陽学園大学 看護学部

O2-6 小児病理解剖例における網羅的遺伝子検索の有用性について
○渡辺　紀子（わたなべ のりこ）1）、市村　香代子1）、大場　大樹2）、大橋　博文2）、中澤　温子1）3）

1）埼玉県立小児医療センター 病理診断科、2）埼玉県立小児医療センター 遺伝科、 
3）埼玉県立小児医療センター 臨床研究部
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9：35～11：35 シンポジウム2
座長：松岡　健太郎（東京都立小児総合医療センター 病理診断科）

［ 小児突然死解明の現状と将来への展望 ］

S2-1 感染症に関連する突然死解明の現状と将来展望
○森地　振一郎（もりち しんいちろう）
東京医科大学 小児科・思春期科学分野

S2-2 神経疾患に関連する突然死解明の現状と将来展望
○北見　欣一（きたみ よしかず）
国立精神・神経医療研究センター 神経研究所 病態生化学研究部

S2-3 代謝性疾患に関連する突然死解明の現状と将来展望
○長谷川　有紀（はせがわ ゆき）
松江赤十字病院 第一小児科部

S2-4 Genomic autopsyの現状と将来展望
○福田　憲太郎（ふくだ けんたろう）
東京都立小児総合医療センター 遺伝診療科

12：05～12：30 総会・症例検討委員会報告

12：30～13：30 教育講演3
座長：濱保　英樹（東京都立小児総合医療センター 病理診断科）

脳の発生発育の神経病理 
―予期せぬ突然死例で確認すべき微細所見について

新井　信隆（あらい のぶたか）　　　東京都医学総合研究所 特別客員研究員

13：35～14：35 教育講演4
座長：垣本　由布（東海大学 医学部 基盤診療学系法医学）

虐待による乳幼児頭部外傷

井原　哲（いはら さとし）　　　都立小児総合医療センター 脳神経外科
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14：45～16：15 シンポジウム3
ファシリテーター：小保内 俊雅（地方行政独立法人東京都立病院機構 東京都立多摩北部医療センター 小児科）

［ �突然死ご遺族の悲嘆に寄り添う 
突然死発生直後の混乱に直面するご遺族への医療者の対応 ］

シンポジスト：

堀川 美都江（ほりかわ みつえ）
SIDS家族の会

今村 知彦（いまむら ともひこ）
京都大学大学院 医学研究科社会健康医学系専攻 予防医療学分野

吉野 菜穂子（よしの なおこ）
公立大学法人横浜市立大学附属市民総合医療センター 総合周産期母子医療センター NICU

永尾 るみ子（ながお るみこ）
一般社団法人日本医療メディエーター協会

16：15～16：30 閉　会
会　　長：松岡 健太郎（東京都立小児総合医療センター 病理診断科）
理 事 長：長村 敏生（京都市子ども保健医療相談・事故防止センター）
次期会長：小保内 俊雅（東京都立多摩北部医療センター 小児科）


